
 

      

平成２８年１２月２８日 

平成２８年熊本地震等により被災した 

公共土木施設の災害査定が完了しました 
 

熊本県では、平成２８年熊本地震及び梅雨前線豪雨等により県内各地で河川

や道路などの公共土木施設に大きな被害が発生しました。このため、これらの

被災施設の早期復旧を図るため、国土交通省及び財務省による「公共土木施設

災害復旧事業費国庫負担法」に基づく災害復旧事業の災害査定を実施してきま

したが、下記のとおり査定が完了しましたので、お知らせします。 

なお、今後は災害復旧工事を本格化し、早期復旧を目指します。 

               記 

 ○査定期間：平成 28 年５月２６日～１２月２７日 

 〇査定決定箇所数：４，８３０箇所 

 ○査定決定額 ：約９００億円 

（※参考：平成 24 年の九州北部豪雨災害時では、1.484 箇所、約 154 億円） 

 ○査定対象自治体：県及び県内３８市町村（熊本市を除く） 

 ○査定体制： 

・国土交通省から災害査定官及び検査官・事務官延べ３２６人 

（うち九州以外の地方整備局からの応援 58 人） 

  ・財務省から立会官延べ 218 人（うち九州財務局以外からの応援 106 人） 

○主な被害について（県工事） 

◆河川 

木山川：26 箇所（約 53 億円）[益城町 他] 

秋津川：9 箇所（約 35 億円）[益城町 他] 

◆道路 

国道４４３号：２７箇所（約１０億円）[益城町 他] 

熊本高森線：４２箇所（約２０億円）[益城町 他] 

◆橋梁 

  横江大橋（県道八代不知火線）：約１３億円 [八代市] 

田口橋（県道御船甲佐線）：約７億円 [甲佐町] 

◆砂防施設 

山王谷川：２箇所（約５億円）[南阿蘇村] 

◆港湾（港湾海岸含む） 

熊本港：７箇所（約８億円）、百貫港：５箇所（約２億円）[熊本市] 
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◆公園 

    熊本県民総合運動公園：３箇所（約１１億円）[熊本市]   

    

 ※国直轄による国道３２５号阿蘇大橋、県道熊本高森線俵山バイパス、南阿蘇村道 

栃木立野線の権限代行施工分は箇所数、査定決定額には含まれていません。 

 ※［  ］内は、施行位置を表す。 

  

 

お問い合わせ先 
【公園、港湾を除く】： 河川港湾局河川課 防災班

乙丸、中山 （内線 6131、直通 096-333-2511） 
【港湾】： 河川港湾局港湾課 海岸環境班  
   橋口（内線 6158、直通 096-333-2517） 
【公園】： 道路都市局都市計画課 都市施設班  
   奥村（内線 6179、直通 096-333-2521） 



　公共土木施設災害査定結果一覧

箇所数 金額（百万円） 箇所数 金額（百万円） 箇所数 金額（百万円）

河川 637 22,884 760 7,397 1,397 30,281

道路 566 13,499 2,460 18,038 3,026 31,537

海岸（建設） 1 6 0 0 1 6

海岸（港湾） 5 153 0 0 5 153

橋梁 40 6,704 72 3,870 112 10,574

砂防施設 141 4,684 0 0 141 4,684

急傾斜地崩壊防止施設 7 131 0 0 7 131

地すべり防止施設 1 12 0 0 1 12

下水道 1 21 81 4,756 82 4,777

公園 4 1,144 34 5,655 38 6,799

港湾 20 979 0 0 20 979

合計 1,423 50,217 3,407 39,716 4,830 89,933

　※金額は、災害査定決定額（仮決定を含む）

　◆査定決定額が大きい市町村の状況（市町村工事）

　　　　益城町　　２８４箇所（約１３０億円）

　　　　南阿蘇村　　２６０箇所（約４５億円）

　　　　山都町　　５３３箇所（約３３億円）

　　　　御船町　　３９２箇所（約３２億円）
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